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Ⅰ．平成２９年度道路関係補正予算配分方針

１．一般公共事業

災害復旧その他緊急に必要な対応を行うため、九州北部豪雨等の

大規模災害からの復旧、豪雨等による自然対策リスクが高い地域に

おける防災・減災対策に必要な経費が計上されたところである。

配分に当たっては、追加の趣旨を十分踏まえ、「道路の防災・減災対

策」について、地域の実情や地方公共団体の要望等を勘案しつつ、重点

的かつ効率的な配分を行うこととする。

２．国庫債務負担行為（ゼロ国債）

公共事業の円滑かつ効率的な執行を図るため、事業の平準化を推進

することとし、特に、積雪寒冷地域等地域の状況に十分配慮して配分を

行うこととする。

※この他に、防災・安全交付金（国費2,407億円）があり、地方の要望に応じて道路
整備に充てることができる。

※この他に、ETC２．０を利用する自動車運送事業者に対し、大口・多頻度割引の最
大割引率４０％から５０％に拡充する措置の延長（平成３１年３月末まで）等を実施
するための経費（国費107億円）を計上している。
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Ⅱ．平成２９年度道路関係補正予算 配分総括表

（注） 事業費ベース

※この他に、防災・安全交付金（国費2,407億円）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てる

ことができる。

Ⅲ．事業別概要

○災害復旧・防災減災事業への対応

・道路の防災・減災事業 123,804百万円

豪雨等による自然災害リスクを回避するため、災害時の安定的な道路

交通を支える代替路等の整備を推進。

[総事業費]

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

直 轄 事 業 91,781 13,235 105,016 44,243 26,445 70,688 136,024 39,680 175,704

補 助 事 業 18,788 0 18,788 5,620 0 5,620 24,408 0 24,408

合 計 110,569 13,235 123,804 49,863 26,445 76,308 160,432 39,680 200,112

（単位：百万円）

区 分
緊急防災減災事業

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合 計
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Ⅳ．都道府県別等配分額

[直轄事業]

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

北 海 道 開 発 局 8,451 2,951 11,402 13,735 8,890 22,625 22,186 11,841 34,027

東北地方整備局 7,290 650 7,940 6,160 2,725 8,885 13,450 3,375 16,825

関東地方整備局 13,771 1,405 15,176 4,810 3,924 8,734 18,581 5,329 23,910

北陸地方整備局 5,572 1,833 7,405 1,850 2,080 3,930 7,422 3,913 11,335

中部地方整備局 14,026 2,232 16,258 4,194 1,183 5,377 18,220 3,415 21,635

近畿地方整備局 11,457 1,201 12,658 3,779 927 4,706 15,236 2,128 17,364

中国地方整備局 8,202 1,003 9,205 3,267 2,771 6,038 11,469 3,774 15,243

四国地方整備局 7,863 100 7,963 500 1,388 1,888 8,363 1,488 9,851

九州地方整備局 13,849 1,700 15,549 5,428 2,497 7,925 19,277 4,197 23,474

沖縄総合事務局 1,300 160 1,460 520 60 580 1,820 220 2,040

合 計 91,781 13,235 105,016 44,243 26,445 70,688 136,024 39,680 175,704

（注）事業費ベース

（単位：百万円）

区 分
緊急防災減災事業

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合 計
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[補助事業]

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

北 海 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

青 森 県 100 0 100 300 0 300 400 0 400

岩 手 県 0 0 0 100 0 100 100 0 100

宮 城 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

秋 田 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山 形 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福 島 県 100 0 100 60 0 60 160 0 160

茨 城 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

栃 木 県 660 0 660 380 0 380 1,040 0 1,040

群 馬 県 1,380 0 1,380 240 0 240 1,620 0 1,620

埼 玉 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

千 葉 県 100 0 100 60 0 60 160 0 160

東 京 都 0 0 0 0 0 0 0 0 0

神 奈 川 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山 梨 県 600 0 600 0 0 0 600 0 600

長 野 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新 潟 県 400 0 400 160 0 160 560 0 560

富 山 県 560 0 560 220 0 220 780 0 780

石 川 県 900 0 900 480 0 480 1,380 0 1,380

岐 阜 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

静 岡 県 840 0 840 300 0 300 1,140 0 1,140

愛 知 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

三 重 県 600 0 600 60 0 60 660 0 660

福 井 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

滋 賀 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

京 都 府 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大 阪 府 0 0 0 0 0 0 0 0 0

兵 庫 県 780 0 780 0 0 0 780 0 780

奈 良 県 120 0 120 0 0 0 120 0 120

和 歌 山 県 680 0 680 0 0 0 680 0 680

鳥 取 県 780 0 780 60 0 60 840 0 840

島 根 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

岡 山 県 160 0 160 180 0 180 340 0 340

広 島 県 240 0 240 0 0 0 240 0 240

山 口 県 460 0 460 360 0 360 820 0 820

徳 島 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

香 川 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

愛 媛 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高 知 県 100 0 100 0 0 0 100 0 100

福 岡 県 1,000 0 1,000 0 0 0 1,000 0 1,000

佐 賀 県 460 0 460 860 0 860 1,320 0 1,320

長 崎 県 3,460 0 3,460 220 0 220 3,680 0 3,680

熊 本 県 768 0 768 0 0 0 768 0 768

大 分 県 640 0 640 420 0 420 1,060 0 1,060

宮 崎 県 920 0 920 520 0 520 1,440 0 1,440

鹿 児 島 県 1,980 0 1,980 640 0 640 2,620 0 2,620

沖 縄 県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 18,788 0 18,788 5,620 0 5,620 24,408 0 24,408

（注）事業費ベース

※この他に、防災・安全交付金（国費2,407億円）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる。

（単位：百万円）

区 分
緊急防災減災事業

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合　　　　　計
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Ⅴ．配分箇所の具体事例

○緊急防災減災事業

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（道路の防災・減災事業）

島根県 一般国道９号 1,080 ・事業内容：高規格幹線道路

（出雲市
いずも

～大田市
おおだ

） 　山陰自動車道 ・事業延長：9.0km

　　多伎
たき

・朝山
あさやま

道路 ・補正予算（追加額）投入効果

徳島県 四国横断自動車道 2,400 ・事業内容：高規格幹線道路

（阿南市
あなん

～徳島市
とくしま

） 阿南
あなん

四万十
しまんと

線 ・事業延長：17.7km

　　阿南
あなん

～徳島東
とくしまひがし

・補正予算（追加額）投入効果

新潟県 一般国道８号 770 ・事業内容：防災対策

　新潟８号 ・補正予算（追加額）投入効果

   防災・震災対策

　並行する国道９号の防災点検要対策箇

所等を回避するため、改良工事、舗装工

事等を推進することで、平成３０年度の

開通を確実にし、災害時の安定的な道路

交通を支える代替性確保ネットワークの

整備を推進。

　並行する国道５５号の洪水浸水想定区

域を回避するため、四国横断自動車道阿
あ

南四万十
なんしまんと

線の津田
つ だ

IC～徳島東
とくしまひがし

IC間におけ

る橋梁下部工事等を推進することで、平

成３２年度の開通を確実にし、災害時の

安定的な道路交通を支える代替性確保

ネットワークの整備を推進。

　異常気象時における被害を軽減し円滑

かつ迅速な応急活動を支援するため、台

風・豪雨発生時等に落石等のおそれのあ

る箇所の防災対策等を実施することで、

安全・安心で信頼性の高い道路ネット

ワークの確保を図る。
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都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

北海道 一般国道３６号 135 ・事業内容：無電柱化

（苫小牧市
とまこまい

） ・事業延長：1.0km

・補正予算（追加額）投入効果

福島県 一般国道１２１号 100 ・事業内容：地域高規格道路

（下郷
しもごう

町～南会津
みなみあいづ

町） 下郷
しもごう

田島
たじま

バイパス ・事業延長：11.1km

・補正予算（追加額）投入効果

宮崎県 一般県道 600 ・事業内容：地域高規格道路

（都城
みやこのじょう

市） 飯野松山都城
いいのまつやまみやこのじょう

線 ・事業延長：2.9km

（都城志布志
みやこのじょうしぶし

道路） ・補正予算（追加額）投入効果

 （注）事業費ベースで作成。

　並行する国道２２２号や一般県道飯野
いいの

松山都城
まつやまみやこのじょう

線の防災点検要対策箇所等を回

避するため、都城志布志
みやこのじょうしぶし

道路（金御岳
かねみだけ

工

区）における改良工事を推進すること

で、災害時の安定的な道路交通を支える

代替性確保ネットワークの整備を推進。

　苫小牧
とまこまい

栄町
さかえまち

　　電線共同溝

　緊急輸送道路の防災性の向上等を図る

ため、本体工事、引込管等工事等を推進

することで、無電柱化を推進。

　並行する国道１２１号の特殊通行規制

区間を回避するため、改良工事を推進す

ることで、落石等による災害時の安定的

な道路交通を支える代替性確保ネット

ワークの整備を推進。
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（ゼロ国債）

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

新潟県 一般国道２５３号 400 ・事業内容：地域高規格道路

（上越
じょうえつ

市） 　上越魚沼
じょうえつうおぬま

地域振興快速道路 ・事業延長：7.0km

    上越三和
じょうえつさんわ

道路 ・補正予算（ゼロ国債）投入効果

鹿児島県 東九州自動車道 700 ・事業内容：高規格幹線道路

（志布志
し ぶ し

市～曽於
そ お

市）　志布志
し ぶ し

～末吉財部
すえよしたからべ

・事業延長：48.0km

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

北海道 一般国道２７４号 1,369 ・事業内容：橋梁修繕等

  北海道２７４号 ・補正予算（ゼロ国債）投入効果

    老朽化対策

 （注）事業費ベースで作成。

　積雪寒冷地である門田新田
もんでんしんでん

地区の

改良工事等の早期発注が可能とな

り、冬期期間を避けた施工を行うこ

とで、平成３０年度の開通がより確

実になる。

　次年度に発注予定であった改良工

事を前倒しすることで、志布志
し ぶ し

IC～

鹿屋
かのや

串良
くしら

JCT間の平成３２年度の開通

がより確実になる。

　老朽化により損傷が進行している

橋梁の修繕等を前倒して実施するこ

とで、安全・安心で信頼性の高い道

路ネットワークの確保を図る。

7



参考資料 配分箇所の具体事例



地すべり被災箇所
H15.12.16～12.22
片側交互通行（写真①）

地すべり被災箇所
H18.7.19～7.22
全面通行止め（写真②）

H30年度開通予定

【緊急防災減災事業】一般国道９号 山陰自動車道 多伎・朝山道路 直轄 【道路】

○並行する国道９号の防災点検要対策箇所等を回避するため、改良工事、舗装工事等を推進することで、

平成３０年度の開通を確実にし、災害時の安定的な道路交通を支える代替性確保ネットワークの整備を

推進。

山口県

岡山県

鳥取県

広島県

島根県

多伎・朝山道路
た き あさやま

《平面図》

《位置図》

出雲市

大田市

《諸元等》

事業区間 ：島根県出雲市多伎町久村

～大田市朝山町朝倉

延 長 ： ９．０ ｋｍ
全体事業費 ： ４２２億円
H 2 9 補正 ： １０．８億円（事業費）

し まね いず も た き く む ら

おおだ あさやま あさくら

た き あさやま

土 砂 災 害 危 険 区 域

防 災 点 検 要 対 策 箇 所

凡　　　　　　　　　例

開 通 済

事 業 中

《被災状況等》

＜並行現道の異常気象時通行規制状況＞
平成15.12.16と平成18.7.19に斜面崩壊が
発生し、並行現道（国道2号）において、
全面通行止めを含み約2042時間通行規制
を実施（片側交互通行）。

↓ 至松江

↑ 至浜田

平成15年12月16日斜面崩壊

写真①

平成18年7月19日斜面崩壊

写真②

↓至松江

→ 至浜田



徳島県庁

E11  
E32  

写
真

小松島市役
所

H32開通予定
延長2.8km

H31開通予定
延長4.7km

地域活性化インター地域活性化インター

【緊急防災減災事業】四国横断自動車道 阿南四万十線 （阿南～徳島東）

○ 並行する国道５５号の洪水浸水想定区域を回避するため、四国横断自動車道阿南四万十線の津田ＩＣ～

徳島東ＩＣ間における橋梁下部工事等を推進することで、平成３２年度の開通を確実にし、災害時の

安定的な道路交通を支える代替性確保ネットワークの整備を推進。

し こ く お う だ ん

《被災状況等》

＜並行現道の異常気象時通行規制状況＞
○H28.9.20の台風16号により、路面冠水が発生し、
並行現道（国道55号）においてＨ28.9.20 AM11時から
約２時間の通行規制（１車線通行）を実施（約0.4km）。

じ ど う し ゃ ど う あ な ん し ま ん と せ ん あなん とくしまひがし

徳島市役所

凡 例

開通済（有料区間）

事業中（有料区間）

事業中（無料区間）

一般国道（指定区間）

事業中（県事業区間）

洪水浸水想定区域

路面冠水箇所

《位置図》

高知県

愛媛県

徳島県

香川県

四国横断自動車道
阿南四万十線
阿南～徳島東

国道５５号 徳島市内の被災状況

↑ 至高知市

↓ 至徳島市

直轄

事 業 区 間 ：徳島県阿南市下大野町渡り上り

～徳島市北沖洲
延 長 ： １７．７ｋｍ
全体事業費 ：１，４０４億円
H 2 9 補 正 ： ２４．０億円（事業費）

《諸元等》
とくしま あなん しもおおのちょう わた あが

とくしま きたおきのす

し ま ん と つだ

とくしまひがし

あ な ん

【道路】



直轄

≪現地状況写真等≫

≪位置図≫

▲全景 ▲斜面状況

≪対策イメージ≫
（落石防護柵工）

新潟県

歌地区
うた

【緊急防災減災事業】一般国道８号 新潟８号防災・震災対策（防災対策）

○異常気象時における被害を軽減し円滑かつ迅速な応急活動を支援するため、台風・豪雨発生時等に落石等

のおそれのある箇所の防災対策等を実施することで、安全・安心で信頼性の高い道路ネットワークの確保

を図る。

にいがた いといがわ うた

事業箇所 ：新潟県糸魚川市歌地区
延 長 ：０．１ km

≪諸元≫

H 2 9補正：一般国道８号 新潟８号防災・震災対策 ７．７ 億円

【配分箇所の代表事例】

【道路】



○緊急輸送道路の防災性の向上等を図るため、本体工事、引込管等工事等を推進することで、

無電柱化を推進。

直轄

≪標準横断図≫

北海道３６号
苫小牧栄町電線共同溝

北海道

≪位置図≫

【緊急防災減災事業】一般国道３６号 苫小牧栄町電線共同溝

≪現地状況写真≫≪平面図≫

写真①

至札幌市

至室蘭市苫小牧栄町電線共同溝
延長 1.0km（上下）

至）札幌市
写真①

至）室蘭市

（起）
苫
小
牧
市
栄
町
３
丁
目

（終）
苫
小
牧
市
本
幸
町
１
丁
目

さ
か
え

ほ
ん
こ
う

と
ま
こ
ま
い

と
ま
こ
ま
い

王子総合病院
※災害拠点病院

防災拠点

市役所

無電柱化済み

無電柱化事業中

凡　　　例

≪電柱倒壊事例≫

と ま こ ま い さ か え ま ち

【道路】

平成２６年度の突風による電柱倒壊
（国道４号：栃木県）

平成２９年度の台風による電柱倒壊
（県道：沖縄県）

事業区間 ：北海道苫小牧市栄町３丁目

～苫小牧市本幸町１丁目

延 長：１．０ｋｍ

全体事業費： １０億円

Ｈ２９補正：１．４億円（事業費）

≪諸元等≫
ほっかいどう とまこまい さかえ

とまこまい ほんこう



○事 業 区 間：福島県南会津郡下郷町

～南会津町

○事 業 主 体：福島県

○延 長：１１．１ｋｍ

○全体事業費 ：２１５億円

○Ｈ２９補正 ：１．０億円（事業費）

湯野上バイパス
Ｌ＝８．３ｋｍ
(直轄権限代行)
事業中

補助 【道路】

【位置図】

事業箇所

福島県

【諸元等】

【緊急防災減災事業】福島県 国道１２１号 会津縦貫南道路 下郷田島バイパス

○並行する国道１２１号の特殊通行規制区間を回避するため、改良工事を推進することで、落石等による

災害時の安定的な道路交通を支える代替性確保ネットワークの整備を推進。

【平面図】

しも ごう まち

みなみあい づ まち

▲①落石による通行止め状況（平成21年1月）

▲②雪崩による通行止め状況（平成26年2月）

特殊通行規制区間（落石崩壊） Ｌ＝４．３ｋｍ

会津縦貫南道路 Ｌ＝約５０ｋｍ
あいづじゅうかんみなみ

下郷田島バイパス Ｌ＝１１．１ｋｍ 事業中

しもごう た じま ６工区
約９ｋｍ

みなみあい づ 【被災状況】

開 通 済

事 業 中

特殊通行規制区間

防災点検要対策箇所

観 光 施 設

凡　　　　　　　　　　　　例

しもごう たじまあいづ



開通済み区間
事業中区間

【緊急防災減災事業】 宮崎県 一般県道飯野松山都城線 都城志布志道路（金御岳工区） 補助 【道路】

【位置図】

事業箇所

鹿児島県

宮崎県

○並行する国道２２２号や一般県道飯野松山都城道路の防災点検要対策箇所等を回避するため、都城志布志

道路（金御岳工区）における改良工事を推進することで、災害時の安定的な道路交通を支える代替性確保

ネットワーク整備を推進。

かねみだけ

さつま

いずみ

○事 業 区 間：宮崎県都城市梅北町

○事 業 主 体：宮崎県

○延 長：２．９ｋｍ

○全体事業費 ： ７８億円

○Ｈ２９補正 ：６．０億円（事業費）

みやこのじょう うめきたちょう

【諸元等】

【平面図】

かねみだけ

九州縦貫自動車道宮崎線

都
城
志
布
志
道
路
「
「
都
城
Ｉ
Ｃ
～

志
布
志
港
」
延
長
約
44
ｋ
ｍ

志布志港

×× ×

×
×

×

南
之
郷
志
布
志
線

×

①→
×
× かねみだけ

金御岳工区
延長2.9km事業中

H29開通
(公表)

Ｎ

× 全面通行止発生箇所
■ 浸水想定区域
× 防災点検要対策箇所

H29開通
(公表)

都城 I.C

いいのまつやまみやこのじょう みやこのじょうしぶし

みやこのじょうしぶし

【被災状況】

①

(平成29年4月発生：
飯野松山都城線:都城市)

(平成28年7月発生：
飯野松山都城線:都城市)

②

②→

いいのまつやまみやこのじょう


